
南蛮文化発祥の地として、今もその面影を残す大分のまち。
戦国時代、豊後の国を治めたキリシタン大名、大友宗麟をはじめ
大分の礎を築いた先人の思いは、今も脈 と々受け継がれています。

感動は、地域や国、世代や性別を超えて共有できるもの。
大舞台で演じ、戦う姿は、いつでも人々に感動を与え
そしてみんなを元気にしてくれます。

The moment our hearts become united as one, 
a limitless strength arises, empowering the whole city.

Excitement transcending region, country, generation and gender to be shared by all. 
Performers and players on big stages never fail to impress and energize.
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1 大分七夕まつり　Oita Tanabata Festival

 大分の夏夜を彩る一大イベント。
 市内中心部がまつり一色に染まる3日間。

2 おおいた夢色音楽祭　Oita Yumeiro Music Festival 

 商店街や公園など市内中心部に設置されたストリートステージで、
 県内外から集まった多彩なミュージシャンが演奏します。

3 OITAサイクルフェス!!!　Oita Cycle Fes!!!

 UCI公認の国際自転車レースを開催。
 プロ選手による迫力あるレースが繰り広げられます。

4 のつはる音の森フェスティバル
　　　　　　　　　　　　　　Notsuharu Otonomori Festival

 自然あふれる野津原地区の野外ステージで音楽イベントを開催。
 美しい景色のもと、多彩な音楽を満喫できます。

1 大友宗麟公像　Statue of OTOMO Sorin

2 聖フランシスコ・ザビエル像　Statue of St. Francisco Xavier

3 世界地図　Early World Map

 16世紀、当時の地図には九州に「Bungo（豊後）」と記されていました。　※1、2、3は大分駅府内中央口広場

4 大友氏遺跡（国指定史跡）Otomo Ruins (National Historic Site)

 歴史公園としての活用を目指しており、2020年6月より復元整備した庭園を公開し、2030年度に大友氏館跡歴史公園の
 供用開始を予定しています。

5 帆足本家酒造蔵（市指定有形文化財）Hoashi Honke Sake Brewery (city-designated tangible cultural property)

 かつて在町（ざいまち）として栄えた戸次本町の中心に位置し、歴史的な景観が今も息づいています。
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心がひとつになった瞬間
底知れぬ力が沸き起こり
まちに大きなパワーを与えてくれる。

温故知新
大きく変貌を遂げる今だからこそ
伝えたい、守りたい、大分の足跡。

国指定文化財
■重要文化財
　太刀（銘国宗）・太刀（銘源国□）・薙刀直シ刀（銘国重）・

銅造仏像・帆足家伝来田能村竹田関係資料・木造普賢延命
菩薩坐像・木造大日如来坐像・白檀塗浅葱糸威腹巻（兜・大袖・
小具足付）・柞原八幡宮文書・後藤家住宅・柞原八幡宮・大
分県府内大友氏遺跡出土品

■国選択無形民俗文化財
　鶴崎踊
■史跡
　豊後国分寺跡・大分元町石仏・高瀬石仏・千代丸古墳・古

宮古墳・亀塚古墳・大友氏遺跡・築山古墳・横尾貝塚・里
官衙遺跡

■天然記念物
　柞原八幡宮のクス・高崎山のサル生息地

■登録有形文化財
　大分銀行赤レンガ館（旧二十三銀行本店・旧府内会館）・太

田缶詰工場・帆足家本家住宅（富春館）・帆足家分家住宅（松
石不老館）・荻本家住宅・植木家住宅・浄土寺・旧豊予要塞
司令官官舎・関埼灯台・旧大分県立大分図書館（アートプラザ）

■登録記念物
　黒ヶ浜及びビシャゴ岩

県指定文化財
■有形文化財
　万年橋・教尊寺・早吸日女神社（総門・本殿・社家）・王ノ

瀬石棺ほか
■県選択無形民俗文化財
　賀来神社卯酉の神事・鶴崎踊

■史跡
　府内城跡・毛利空桑旧宅及び塾跡・参勤交代道路ほか
■天然記念物
　高島のビロウ自生地・高島のウミネコ営巣地

市指定文化財
■有形文化財／帆足本家酒造蔵・霊山寺山門ほか
■無形文化財／廻栖野の竹細工技術
■有形民俗文化財／帆足本家酒造用具一式ほか
■無形民俗文化財／深山流伊与床神楽・柞原太鼓・
　戸次のほうちょう作りほか
■市選択無形民俗文化財／羽田神楽
■史跡／滝尾百穴横穴古墳群・大友頼泰墓ほか
■天然記念物／ヤマフジ・柞原八幡宮の森ほか

大分トリニータ
Oita Trinita

バサジィ大分
Vasagey Oita

大分B-リングス
Oita B-RINGS

スパークルおおいたレーシングチーム
Sparkle Oita Racing Team

大分三好ヴァイセアドラー
Oita Miyoshi Weisse Adler

©OITA F.C. ©Oita Sports Project Inc.©V.LEAGUE ©B-RINGS

歴史・文化財
History and Cultural Assets

Learning from the past.
Even in this time of a great technological progress, there are many 
footprints from Oita’s past that we should preserve and pass down 
to future generations.

As the birthplace of Namban culture, the fusion of European and 
Japanese cultures, Oita still retains its vestiges. 
The legacies left by our ancestors, from the time of Christian feudal lord 
OTOMO Sorin (1530‒1587) who ruled Bungo domain in the 16th century, 
have been passed down to the present day.

文化・スポーツ
Culture and Sports


